
取扱説明書

このたびは電動アシスト自転車をお買い上げいただき、ありがとうございました。この取扱説明書をよくお
読みいただき、正しくお使いください。とくに「安全上のご注意」は必ずお読みください。お読みになった後
はいつでも取り出せるところに保証書とともに大切に保管してください。

ご使用にあたってのご注意
電動アシスト自転車には運転免許証は不要ですが、普通の自転車とは
異なる部分があります。安全、快適にお乗りいただくため、ご使用前に
はこの取扱説明書を必ずお読みください。この取扱説明書と保証書は
紛失しないよう大切に保管してください。電動アシスト自転車を他人に
譲る場合は、次のお客さまのためにこの取扱説明書もお渡しください。

お願い
●この自転車は、散歩、買い物などの日常生活用として設計されています。新聞配達 
　など、業務用としてご使用にならないでください。
●安全のため、ヘルメットの着用をお勧めします。
●万が一の事故に備え、対人・対物賠償保険に加入されることをお勧めします。
●必ず、販売店で防犯登録の申請手続きを行ってください。（法令で義務付けられています。）

（兼保証書）

この商品を使用できるのは日本国内のみで、国外では使用できません。
This bicycle is designed for domestic use in Japan only and cannot be used in any other countries.

この商品にはリチウム電池を使用しています。リチウム電池のリサイクルにご協力ください。
●商品の仕様、その他の変更により、この取扱説明書の内容やイラストと実車が異なる場合がありますがご了承ください。

電動アシスト自転車
BE-143
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走行条件
（走行パターン：エコの場合 アシストランプが消灯の表示）

走行できる距離
（1回の充電）

条件：バッテリー新品、温度20℃、無風状態、前照灯消灯、車載質量60kg（乗員および荷物を合計した質量）、
　　　タイヤ側面に記載の空気圧

※走りかた、道路状況、気候などにより1回の充電で
　走行できる距離は異なります。特に整備状態（タ
　イヤの空気圧など）、積載質量の増加や上り坂が
　多い場合は、走行できる距離が短くなります。
※バッテリーの特性上、冬期は走行できる距離が短
　くなります。
※バッテリーの特性上、充電回数の増加に従い、　
　1回の充電で走行できる距離が短くなります。
※走行距離はあくまでも目安で、1回の充電によ　
　る走行距離を保証するものではありません。

下記のようなときはペダルアシストが働きません。
●速度が24km/h以上のとき
※速度が24km/h以下でも平地などのペダルの負荷が少ない道路では、ペダルアシストが働かない場合があります。
●ペダルの回転を止めているとき
●バッテリー残量がなくなったとき
※バッテリー残量がなくなるとペダルアシストは働きませんが、普通の自転車として走行できます。
●ブレーキをかけているとき
※安全上に、前後ブレーキにモーター電源安全スイッチを付けられているため、ブレーキをかけると、電源offになり、離すとonになります。

電動自転車は普通の自転車とは違った、ペダルアシスト付きの自転車です。電動自転車についての正しい知識を身につけましょう。

人がペダルを踏む力に応じて、モーターの補助力を加え走行を助ける機能です。

人がペダルを踏む力を「クランクセンサー」が検出し、コントローラーに入力します。コントローラーのマイコンがトルク
データと、あらかじめ記憶しているモーター特性のデータから必要なモーター出力を算出して信号を送り、モーターが補
助力を発生させるしくみです。

■ 電動アシスト自転車について ■ 各部のなまえ
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ペダルアシストとは

走行できる距離の目安

ペダルアシストのしくみ

走行距離（エコモードの場合）

　　　　
バッテリー容量

走行距離の目安対照表

※停止せず連続走行の場合　

ハンドル部
ハンドル ベル

モーター電源ブレーキワイヤー

グリップ

後ブレーキレバー

変速グリップ

前ブレーキレバーブレーキワイヤーステムキャップ

  注　意
スピードメータは取付できないものがありますので、特に以下の点に注意してお求めください。
●スポークサイズに適応しているか　
●電動自転車の前フォークとスポークの間隔に適応しているか

車体番号
＊刻印表示
※P23参照

ホイールリフレクタ（反射器）

ペダルチェーン

バッテリー

サークル錠

リアリフレクタ
（後部反射器）

ダイナモーター
（モーターユニット）

フロント
バスケットステー

クランクセンサ
（踏力センサ）

サドル

タイヤ（前）

タイヤ（後）

LEDライト（前照灯）

ブレーキシュー

フロントバスケット
ステム

鍵穴※1

スポーク

リム

サドル固定レバー

前フォーク

キー

キー（2本）

鍵穴※1

フレーム
（スタッガード）

操作パネル

約45km8.8Ah
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ペダルを踏まずに電源スイッチを押し、電源を『入』にします。
残量標示ランプが点灯します。

  注　意
ペダルを踏みながら電源スイッチを入れると、残量ランプの右側の1灯が点
滅して、ペダルアシストが働かない場合があります。これは急発進を防止す
るための機能であり、異常ではありません。この場合は、ペダルを踏まない
で、もう一度電源スイッチを入れ直してください。

残量表示ランプの表示状況を確認します。
残量表示ランプは下表のようにバッテリー残量の目安を4段階で表示します。

※残量表示ランプが消灯していく間隔は、バッテリーの状態、走りかた、道路状況などにより異なります。
　走行中電池残量点灯ランプが減り、停止中に点灯表示が戻ることがありますが、故障ではありません。

  お願い　

お客様が実際に走行される条件と残量表示ランプの表示状況を確認し、ペダルアシスト走行できる距離の目安にしてください。　　　　  
「残量表示がずれているのでは?」と感じた場合は、リフレッシュ充電を行ってください。

安全を確認して発進します。
①前後左右の安全を確認してから、しっかりとハンドルを握り、ペダルを踏み込み発進します。
②ペダルを踏み込むとペダルアシストが働きます。
③走行中はペダルアシストの作動音がしますが、異常ではありません。

 お願い
●電動アシスト自転車はペダルを踏み込むと、力強く発進しようとしますので、ご注意ください。（停車中は、ブレーキをかけてください）
　坂道の手前では、ブレーキの効き具合を確認してください。
●電動アシスト自転車は普通の自転車に比べ重いため、バランスを崩し転倒によるケガのおそれがあります。空き地や人がいない安全な   
    場所でよく　練習してから一般道路を走行してください。
●走行時に、モーターから若干ギア音が発生することがありますが、異常ではありません。
●お客様が実際に走行される条件と残量表示ランプの表示状況を確認し、　ペダルアシスト走行できる距離を把握してください。

 注　意
一般の自転車に比べモーター部分が少し重くなっていますので、駐輪時のハンドルの傾きに注意してください。発進するときは、ハンドル
をまっすぐにしてください。ハンドルが横向きのままペダルを強く踏み込むと、車輪駆動の特性によりバランスを崩すおそれがあります。

残量表示ランプ

電源スイッチ

残量表示ランプの表示状況を確認し、必要なら充電してください。

バッテリー残量 残量表示ランプの表示状況 目　安

ペダルアシスト走行できます。

残量
（LEDランプ3つとも点灯）

充電してください。
ペダルアシスト走行できない状態です。ペダルアシスト走行は
できませんが普通の自転車として走行できます。

そろそろ充電しましょう。
バッテリー残量が残りわずかな状態です。

残量
（LEDランプ2つ点灯）

残量
（LEDランプ1つ点灯）

残量
（LEDランプ消灯）

■ 乗りかた

14 15

〈変速のしかた〉
●変速グリップを回します。

〈アシストモード「HIGH」と「ECO」の切り替えかた〉
●モード切替スイッチを押します。
　押すたびにアシストモードが切り
　替わり、ランプで表示します。

  お知らせ
設定位置は一般的な使用例ですので、道路状況や体調などに応じて、設定位置を選択してください。

   注　意
停車中の状態では変速できませんので、変速グリップを絶対に回さないでください。回すと変速機のワイヤーが延び、変速機精度が下がり、走行中、ガタガ
タ音がし、変速できず故障の原因となります。また、登り坂ではチェーンの張りが強くなり変速しづらくなりますので、事前に軽いギアで走行してください。

  お願い
変速操作は、交通量の多くない安全な状況で、1段ずつ行ってください。

アシストモードランプ

アシストモード切替スイッチ

・平地などでペダルを踏む力が少なくてもよい場合は、 
自動的にアシスト力を抑えて節電走行します。

「アシスト力」を快適かつ効率良く切替え
て走りたい場合におすすめECO

上りが多いコースなど、力強い「アシスト力」
で走りたい場合におすすめ

・人の力「1」に対してモーターの力が最大「2」の割合の
補助力で走行します。
・「HIGH」は、「ECO」よりもペダルを心地よく回せるように
ア  シスト力をアップしています。このため、上り坂など力
強いアシスト力が必要なときはより楽に走行できますが、
電力　の消費量は多くなり走行距離は短くなります。
（「ECO」に対して約60～70%となります）

HIGH

変速機について

アシストモードについて

表示ランプの説明

1 バッテリーの主電源をON 『 II 』 に
入れてください。

2 スタンドを上げてサドル
にまたがります。
ロックレバーを後方に押し上げてから、
スタンドを上げてください。

けり乗りはしないでください。転倒や接触事故によるケガのおそれが
あります。必ずサドルにまたがってから発進してください。
※けり乗りとは
片足でペダルをこぎながら助走し、反動をつけてサドルにまたがる乗りかた。

警　告

発進のしかた

（この部分をにぎる）

変速グリップ

３→２→１

１→２→３

前方に回す

手前に回す

バッテリー主電源

●「HIGH」の場合は
　ランプが点灯
●「ECO」の場合は
　ランプが消灯

※電源を入れたときは「ECO」
　にセットされています。







■ 故障かな？と思ったら
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調整ねじ

調整ねじ

ロックナット

自転車について

●次の点検をしていただき、それでもなお異常があるときは事故防止のためご使用を中止し、お買い上げの販売店にご相談ください。
●改造しないでください。修理技術者以外の人は、分解や修理をしないでください。

ペダルが重い。

電源スイッチを「入」にしてください。電源スイッチが「入」になっていますか。

タイヤの空気が減っていませんか。 タイヤに空気を入れてください。

電源スイッチを押しても
残量表示ランプが点灯しない。

バッテリーが充電されていますか。 バッテリーを充電してください。

バッテリーは確実に固定されていますか。 バッテリーの取り付け状態を確認してください。

走行出来る距離が短い。

上り坂の連続走行や発進停止の繰り返し
など、高負荷運転をされていませんか。

変速機のギアが
重いギアに入っていませんか。

急な上り坂を走行中に
アシストが切れペダルが
急に重たくなる。

走行条件によって、走行できる距離が短くなります。
異常ではありません。

変速機のギアを軽いギアにしてから坂を登ってください。
急坂→１速で。

タイヤの空気が減っていませんか。 タイヤに空気を入れてください。

タイヤがパンクしていませんか。 パンクはお買い上げの販売店
または自転車店に修理を依頼してください。

長期保管されていませんでしたか。
バッテリーは自己放電しますので長期間保管すると
バッテリー残量が減りますので、充電してください。

前照灯を点灯されていますか。
前照灯を点灯した場合、走行できる距離が短くなります。
異常ではありません。

こんなとき 調べるところ 直しかた

バッテリー取り付け部などに
ゴミなどの異物はありませんか。

異物などを取り除いてから、バッテリーを取り付けてください。

変速できなかったり、
ガタガタ音がする。

バッテリーの
取り付けができない。

変速機の調整ねじを
回されませんでしたか。

停車中、グリップを回しましたか?

お買い上げの販売店にご相談ください。

お買い上げの販売店にご相談ください。

こんなとき 調べるところ 直しかた

①ロックナットをスパナなどでゆるめます。
②調整ネジを回し、ブレーキレバーが開放時の
    2/3の位置で効き始めるように調整します。
③ロックナットをスパナなどで締め付けます。

ブレーキレバー

効きが悪くなる 効きが良くなる

効きが良くなる

前ブレーキ 後ブレーキ

効きが悪くなる

ブレーキの

効きが悪くなった。

上記の調整を行ってもブレーキの効きが悪い場合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

こんなとき 直しかた
タイヤがパンクしていませんか。

パンクはお買い上げの販売店
または自転車店に修理を依頼してください。








